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This division, ever since the da~·s of Professor ToRIKATA about thirty years ago, 

proving that an Impedin potency i日 maintainedin all sarcomas of man or Rous's 

sarcoma of chickens, F'LEXNER-.JoBLING's cancer in white rats, BRowN-PEARcE's tumm・，
EHRLICH'S ascites tumor, YosHIDA’日sarcomaancl, further, in SAsAKI-Y o~.rrrnA 's hepatoma, 

all of which are tran日plantabletumors of animal, has suggested, from the stand-

point of the them・yof Imperlin, that all these tt1m川、日 arecaused Ii~’ a microscopic 

organism. While this division, including the present writer, is confident that the 

recent stage of development of the electronics microscope is sure to substantiate 

the truth of our suggestion, SAsAKI-YosHIDA's hepatoma, among others, must be a 

tumor caused IJ.,-chemical drugs. In the present treati問， thewriter, from the 

standpoint of the theory of Impeclin, C:¥:amined the hepatoma caused bγthe butter 

yellow, which, similarly according to Dr. lhoJUN I¥rNosHITA, is one of the transplan-

table tumors. 

The experiments undertaken included: 

1. Phagocytosis of staphylococcus aureus in Yitro, 

Refer Table 1-3, Figure 1 3. 

2. Phagoc~tosis of 日taphylococcusaureus in viYo, 

Refer Table 4-11, Figure 4-5. 

3. Precipitin production in the blood, 
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Refer Table 12 35, Figure 6-29. 

4. Agglutinin production in the blood, 
Refer Table 36-61, Figure 30-37. 

5. Production of hemol~＇~ins, 

Refer Table 62-89, Figure 38 47. 

What was clarified through the phenomenon of a total immunifr seen in all 

these experiments was a vast di百erenceseen in the e汀ecton the phenomenon of 

immunity exerted b~’ the original filtrate and the boiled filtrate coming from the 

same material of white rat’s hepatoma caused by the butter ~·ellow. Namely, in 

case the original filtrate was added, the phenomenon of immunity was obstructed, 

while, on the other hand, in case the boiled白itratewas added, the phenomenon 
was strongly promoted. Again, the result of the phenomenon of immunity of the 

original filtrate and boiled filtrate starting from the white rat’s liver, the site of 
the origin of the hepatoma, was diametrically contrarJア tothe case of the white 

rat’s hepatoma caused by the butter ~モ!low. When the original filtrate was added, 
the phenomenon of immunity was more predominant than when the boiled白ltrate
was added. Thus, it was interpreted that the phenomenon shown by ,the original 

and boiled filtrates of the white rat’s hepatoma caused by the butter yellow was a 
function by the very tumor and not by the liver tissue itself. These observations 

were earlier clarified b~・ Professor ToRIKA TA’s theorJ'アofImpedin. It is understood 
that the original filtrate contains a potent Impedin which works to obstruct ever~ア
immunizing function, while, on the other hand, such potent Impedin was already 

destroyed in the boiled白ltrate,and that, as a result, the immunizing function 

positively reacted. It was moreover proved that, for a complete destruction of the 

potency, a process of boiling for 30 minutes at 100°C was most appropriate. 

In this sence, the present writer and his co-workers have proved .that a potent 
Impedin exists also in the white rat’s hepatoma caused by the butter yellow, and, 
on the basis of this conviction, th匂’ herewithsuggest that the hepatoma in question 

must be caused by a microscopic organism. 
Although the present writer and his co-workers hむ℃ notyet succeeded in fully 
clarifying the identify of the disease, theγpresume, from the standpoint of the 

theory of Impedin, that a certain virus or some pre-virus substance probably exists 

in the liver, which works to cause a cancer only after contacting these drugs. It 

is expected that, with further development of the electronics microscope in the near 

future, a way of solution to man~’ unsolved problems will be opened up. 

The preceding lines have established that an Impedin potcnc~’ is contained in 

the white rat’s hepatoma caused by the butter yellow, which is one of the trans-
plantable animal tumors. And, from this, the proposition is made that the theory 

of Impedin makes it probable that the cause of this hepatoma must of necessit~’ be 

a町ucroscop1corganis町l.

緒 言

既にわれわれの教室では，略 3々0年以前j鳥潟教授以

来人間のあらゆる肉腫（育籾p）＇また動物の可移箔性援

疹である Rousの家鶏内瞳（青柳，桧本）， Flexner-

Jobling自民癌 （青柳II),Drown-Pearce腫場（除）' 
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Ehrlich腹水癌（劉）, J1iに佐々木p 吉田肝癌（除）等

にイムペヂン勢力の保有されていることを立証してP

イムベヂン予必の立j万からこれ等の謹場の発生原因は

微生物であることを提唱してれた．

而も今日では Rous肉湿の発生因子は／lllll/1ぐら

いの Virusであることが確認、されている． われわれ

は電子顕i故鏡の発達とと もにp われわれの提唱の真実

性が裏書きされてくるものと確信しているがp この中

で佐々木p 吉田肝癌は化学薬品 Lオルト・アミドアゾ

トルオール）によって発生する癌である．これを微生

物性であろう ということ！七 いかにも突治子もない提

言のようである．併しP ,:JJ来剤；；：＋~口的に投与され

て，その吸収後の第一停留場として肝を手グうること

は理解：きるがp 而もなお全身性にこの薬剤U；土吸収さ

れるのであるから，もしこの｛じ予物質それ自身のみに

よって発癌するものとすれ！！＇，肝以外の他の臓 穏に於

ても発癌してよい1古である．ここにこの問題の未解決

な点がありp Virus問題と関係して興味のある開通が

あるわけである．いわゆる Virusなるものの前提段

階たるべきのものが肝臓内にあってP それがこれ等の

薬品によって本来の Virusになるというようなこと

は考えられないであろうか，これはしかし2 あくまで

もわれわれの想像であるがp とにかくイムベヂン勢力

が可移植性腫湯にのみ認められることは示唆に富む現

象である．

この度は同じような木下良順時土の可移値性でもあ

るパタ一葉による肝癌をイムベヂン学説の立場から吟

味した．

第 1報 試験管内喰菌現象仁及（ます

バター黄による白鼠肝癌のイムペ

ヂン作用

実験第I.試験管内最大喧菌作用促進に
必要なバタ一貫による白鼠肝癌煮沸時

間の決定．

1) 可検E霊蕩生浸出液

体重 100g内外の白以に lkgの小米に3%のパタ

ー賞オリープ泊 20ccを混ずるものを主食とするがp

主食 lg中にはバター資オリーフ＼治10.06cc(0.06%）を

合む事になる．この主食で約7}J月前後飼育した従，

無菌的に開腹術を行い肉眼的に全く肝癌と思われる部

分を周閉組織から別出してfjij¥f(Jj重量 lgに対し0.5%石

炭酸加 0.85%食塩水 5cc の割合で加えてP 礼~中で無

菌的海砂と共に充分l持りmし泥状となして試験管内に
移しp之を100℃の市滋煎中で5分間煮沸しp可凝固性

蛋よ｜休を凝固せしめてP JI’（ちにぽ）;J;):tl心し上澄I更を取

りp此Jしをパター貨による白j試肝癌の生浸出液とした．

2) 可検腫第煮浸過渡

上記生浸出液の一部をアンプノしレ中に分封して更に

100。Cの重盗煎中で夫々 5分p 10分I 20分， 30分， 40

分I 50分，60分I 80分， 100分，120分，間煮沸して，

各時間の煮浸出液を得た．各液共に沈澱，淘渇IJ:認め

なかった．

3) 臨重富検査用黄色ブドウ球菌々液

黄色プドウ球菌の24時間寒天斜面培養を 0.85%食塩

1）＼，こ浮滋せしめたものを 60'Cの重盗燕中で30分間加

温殺菌しP 遠心してl込Jfj；、と上澄液に分け，此の菌休を

更に生理的食塩水で3回沈厳し， 其の後Oお%食塩水

を加えてiJ-1隠させたものである． この菌液lee中には

烏潟沈澱計で11変同即ち0.0007ccの菌量が含有されて

し、る．

4) 白血球液

300g内外の健常モルモット腹腔内に中性肉汁約 JO

ccを注入して， 5～6時聞を経てから同腹壁より穿刺

或は小切闘を加えて取出した腹水を其のまま白血球液

として使用した．

実験方法

試験管内対黄色ブドウ球菌喰憧作用を検するに当っ

て各煮沸時間液のそれに及ぼす影響を検査した． 即ち

前記CD可検種疹生浸出液及び宍々の可検煮浸出液，
(JI)黄色ブドウ球菌マ被，（］］［）白血球液の3者を教室

の改良した Wrightのオプソニン測定法に準じてP

予め用意しである滅菌硝子毛細管ピペッ トに白血球

液2 黄色ブドウ l.J\i~i液，生及び ；壬時間煮蓮場浸出液の

順で（壬室気層を置いて等量に吸引しP 次いでこれを小

硝子皿の上に全量を吹出し3者をj支覆混和させたi三，

毛細管に収めて 37°Cの形卵器中に18分間放置し，ニ

の聞に白血球による喰繭作用の促進をはかった． 次い

でその内容をオブジエクトグラス上に塗抹固定してギ

ムザ液で染色検鏡した．｛全2立に際しては多核白 ~ ＇.L l者，

大単核移行型のよ〈染色されたもののみ100個を選び

i均体の正しく 白血球内に包喰せられたもののみを計算

した．又 1コの白血球体内に5コ以 ［－の！引を喰したも

のは除外し，又白血球と菌との視野に於ける差が著し

く異なったものも除外した． 喰，菌p 子数はすべて白

血球100コ中のものを以て表わした．

実験結果は第 1｝，（，第 ll必こ示されたよ うである．



パター寅 Butteryellow 役与による白鼠肝癌のイムベヂン現象に関する実験的研究 563 

第1表 試験管内対黄色ブドウ球菌喰盤作用に及ぼすパタ一葉による

白鼠肝癌各種煮沸時聞の；；＇0符

煮沸時間 o I 5’I ］（，’ とJ_~ 4C' 5ぴ 6(/ su 10u I 12u I 1 su 

喰 24 25 23 27 38 27 30 28 22 15 : 11 I 11 

菌 43 39 43 48 66 47 43 40 34 21 17 16 

子 67 64 66 75 104 74 73 68 56 :',6 28 27 
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第1図試験管内対黄色ブドウ球菌喰盤作用に及

ぼすパタ黄による白鼠肝癌各種煮沸時間液の影

響

所見小括

1） 喰菌子数は30分煮液を加えたものが最大で次い

で20分， 40分，煮液を加えた順で両者は約同程度であ

った．

2） 更に5分p 10分煮液を加えたものは生浸出液を

加えたものよりも却って小になり， 20分煮液を加えた

もので初めて子も噌大し＇ 30分煮液を加えたものは最

大に達した．しかしその後40分， 50分， 60分， 80分，

100分. 120分p 150分と煮沸時間の延長するにつれて

漸次子の数も減少して80分間以上の煮液を加えたもの

は生液を加えたものよりも総て小になった．

実験第JI.試験管内最大喧菌作用促進に

必要な健常白鼠肝臓の煮沸時間の決定

実験材 料

1) 可検肝臓生浸出液

白鼠健常肝臓を無菌的に刻出してp ノごタ一貫による

白鼠肝癌生浸出液を作った方法と全く同一操作に依っ

て得たものである．

21 可検肝臓各時煮沸浸出波

上計肝臓生浸出液をII本のアンプルレ中 に分封し

て，バター寅による肝癌の各時煮浸出液を作ったと全

く同様の操作を施して夫々 5分p 10分，20分＇ 30分，

40分＇ 50分＇ 60分，80分＇ 100分， 120分及び150分の

煮浸出液を得た．各煮液共に特に沈澱，淘濁は認めら

れなかった．

実験 方 法

可検材料の異なる他は全く実験第1に於けると同ー

の方法である．

実験結果は第2表，第2図に示すようである．

所見小括

生液を加えたものが喰菌作用が最大で煮沸時閣の延

長と共にその喰菌作用が漸次階段的に低下して120分p

150分では最小となった．

実験第I及び第E所見総括

実験 I,JIの検査成績を総括して第3表，第3図を

得たが以上から次の事実を知り得た．

1) パタ一貫による白鼠肝癌浸出液に於いて5分，

10分，20分，30分＇40分，50分＇ 60分，80分，100分，

120, 150分間煮液の影響を観ると，その5分，10分煮

液を添加したものが生液を加えたものよりも喰菌作用

第2表 試験管内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に及ぼす

白鼠健常肝臓各種煮沸時間液の影響

煮 沸時間 。 51 I IO' 2ぴ 301 40’ 5ぴ 60’ 80’ 10ぴ 1120’I iso’ 

喰 23 20 20 18 18 15 13 13 11 9 7 

菌 56 34 29 26 23 22 18 16 16 12 11 8 

57 49 46 41 40 33 29 29 23 20 15 

子 ノ 百 分比 JOO 61.8 54.3 50.0 44.5 43.4 35.6 25.0 21.7 16.3 



一葉による白鼠肝癌30分煮浸出液を添加したものが最

大喰菌作用を呈した事実は， パタ一貫による白鼠肝癌

中に試験管内対黄色ブ ドウ球菌喰懐作用を阻止する勢

力があってF 此の勢力が30分間の煮沸で破却されたも

のと解釈し得るものである． 而も斯る勢力は煮沸時間

の延長につれて漸次破却されてゆき30分間の煮沸で完

全に破却されるものである事も示して居るものであ

る．又非微生物性（類脂）蛋自体は煮沸時間の噌加す

るにつれてその抗原性を漸次破却されて行く事を普通

とする為，白鼠鍵常肝臓の各種煮沸時間液の示した結

果が （~）の所見となったものである．

このことによってパター黄による白鼠肝癌中にはイ

ムベヂン勢力が含有されている事が判然となった． 然

らは 5分， 10分と煮沸時聞が延長するにつれて此等各

液の喰菌作用が生液のそれよ り低下したのは何故であ

るかというとp パタ一貫による白鼠肝癌中にはイムベ

ヂンを産出する微生物性（類脂）蛋白体の他に腫蕩組

織から出来た非微生物性（類脂）蛋白休も含まれてい

るから此等 ｛骨刀）蛋方体液は煮沸時間の延長するに

つれて漸次その抗原性能働力を減弱して行き 5分＇ 10 

分煮液の呈する抗原性能働力の中で， 組織に基づくも

のは生液のそれよりは小となる釈であってP 叉一方イ

ムベヂン勢力そのものの破却も充分では無いから，両

者の合併の結果である抗原性能働力は，結局生液のそ
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第2図 試験管内対黄色ブ卜ウ球菌喰燈作用に及

ぽす白鼠健常肝臓各種煮i41;1時間液の影響

100 8, 50 60 30 !.'{! 

は弱小となるが10分煮液を以てしたものは生液とほぼ

同程度の喰菌作用を呈しP 20令煮液に至って生液のそ

れよりも増大し＇ 30分に至って最大の喰菌作用を示し

40分＇ 50分で幾分低下した． 更に進んで 100分， 120 

分， 150分に至ると喰菌作用は急激に低下した．

2) 然るに白鼠健常肝臓浸出液を以てした実験に於

いてはp 生液を添加したものの喰菌作用が最大でp 煮

沸時間の延長と共に漸次階段的にその喰菌作用催進能

力が低下して60分＇80分では急に減弱しP 特に120分，

150分のものは長小を示した．所見CDの事実即ちパタ

第3表実験第l及び第2の所見総括

o~：~ •• ！~三o~＇~工区［~J-1.竺＇~·~
64.4 I 61.5 i 63.4 72.1 100 I 71.11 70.I I 65.3 I 52.7 I 34.6 ! 26.91 25.9 

-35.61 -0.3 I 9.1 22.11 55.5 j 21.7 I 3川 33.7l 21.1 I 9.6 I 口 I 9.6 
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肝臓は菌子ノ百分比
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れよりも小となったのである．そして20分， 30分と煮

沸時間が進め：1組織（類脂）蛋白休に由来する抗原性

は低下するがイムベジンは破却されて行くのでP 全体

として現われた抗原性能働力は増大したのであって，

バター黄による白鼠肝癌中に含有されるイムベヂン勢

力がいかに大であるかを示しているものである．

i.:J 

‘今、J

第2報生体内喰菌現象に及lますパ

ター貨による白鼠fl干癌のイ ムペヂ

ン作用

第 l報に於いて試験管内対黄色ブドウ球菌喰盤作用

を指標となすことによってベタ一貫による白鼠肝痕に

はイムペヂン努力を含有し，且つ最大役菌作用を促進

~一一一一一ー一一..L一一一一ーー一一一,,,,,1 CC IS品

煮沸時間（分）

策 3図 試験管内対黄色ブドウ球菌喰盤作用に及

Ll.'すノ：タ黄による白鼠肝癌液fI ）及び白鼠健常
肝臓液（Il ）の；；（.；：！if.

80 
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するに必要な煮液の煮沸時聞は30分である事を確定し

得た．即ちここに含有されたイムベヂ／勢力は， 30分

間の煮沸によって完全に破却される事を知り得た．今

2まは健常動物血行方に！j：ける対黄色ブドウ球麹喰盤作
用を指標となして，果してノミター黄による白鼠肝癌に

イムベヂン勢力が含有されているか否かを吟味しよう

とするものである．

実験第I. 白鼠肝癌を以ての吟昧

実験材料

1) 可検腫蕩生浸出液

第 l報，実験1に記載されたもの．

21 可検腫蕩煮浸出液

上記生浸出液の一部を更に 100℃の重盗煎中で30分

間煮沸したもの．

3J 対日目液（抗原基；凌）

抗原基液であるo.s?o石炭酸加0.85%食塩水を使用し

た

4）賞色ブドウ球菌々液

第1報，実験第1に記載主れたものと同一方法で製

造したもの．

実験 方法

体重 300g内外の健常モルモット 3頭を以て 1群と

する A,B,Cの3群を作り，寺島株黄色ブドウ球菌々

液を調製後p 直ちに各モルモットに心臓穿刺を行い菌

液leeを注射した．そしてこの菌液注射後1時聞を総

て耳静脈から採血し，塗抹標本を作りp その直後A群

には嘘湯生浸出液p B群には腫Wj30分煮浸出液， C群

にはt/i:F~ J，！；｝伎である 0.5＂＇＆石炭酸加0.8%食糧水を各々

l.5ceを皮下組織内に注射し， この注射後155分， 30

分p 1時間I 2時間， 3時間， 6時間p 12時間， 24時

間同ごとに耳静脈から採血して各時間の塗抹標本を作

り，乾燥固定後ギムサ液で染色検鏡した．検査に当つ

ては中性多核白血球の輪廓正しく良く染色したものの

み 100コを選ぴ菌体は正しく白血球内に包喰されたも

ののみを計算した．

実験成績

実験結果は第4,5,6,7表，第4図に示されたようで

ある．

所見小括

喰菌子の推移を観察するとp 煮浸出液を注射した場

合が遥かに生浸出液注射の場合よりも優って居りp 抗

原基液の場合は最小である．而も注射後2時間目の喰

菌現象が最大であった．また子の百分比に於＼，、ても煮

浸出液群は生浸出液群より常に大であった．喰菌子は

煮浸出液群が最も大で生浸出液群は中位であった． 即

ち煮浸出液は生浸出液よりも免疫元性能働力が大であ

る．

斯〈生浸出液と煮浸出液との間に相違を生じたのは

生浸出液中にイムベヂンが含有され， 煮浸出液にはそ

れが破却せられている事を示すものである．

第4表 生体内対黄色ブドウ涼菌喰盤作用に及ぼすパター黄による白鼠

（注時射前間後）｜｜ 

喰

菌

子

子の百分比

肝癌生浸出液 l.5cc注射前後の各時間の影響（3頭平均）

工l.. ~J－~J_二J___ ~ ___ L:_I __ ~ I 24ー
4.3 

4.3 

8.6 

68.2 

6.0 

6.3 

12.3 

97.7 

6.3 

7.0 

13.3 

105.5 

8.3 

10.3 

18.6 

147.6 

5.0 

6.0 

11.0 

87.3 

3.6 

4.0 

7.6 

60.3 

第5表 生休内対黄色ブドウ球i子ii＇食tl;:fノF用に及ぼすバター黄による白鼠肝癌

煮浸出液 l.5ee注射前後の各時間の影響（3頭平均）

回目 151 3(/ 2 3 6 

6.3 5.0 8.0 9.0 9.0 8.0 7.6 

6.6 5.6 9.6 9.6 13.3 8.0 8.0 

12.9 10.6 17.6 18.6 22.3 16.0 15.6 

100 80.6 I 136.4 144.l 172.8 124.0 120.9 

3.0 

3.0 

6.0 

47.6 

12 

5.7 

5.7 

11.4 

89.0 

2.0 

2.0 

4.0 

31.7 

24 

4.0 

4.0 

8.0 

62.0 
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1.5cc注射前後の各時間の影惣 （3頭平均）、

I_ 2 I 3 I_ 6 _/ 

3.3 I 4.3 I 3.6 I 2.0 

3.3 I 5.0 I 3.6 I 2.0 

6βI 9.3 I 7.2 : 4.0 

76.7 I 108.1 I 83.7 I 46.5 
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24 12 3C’ （品品〕~ 15’ 

間煮沸したもの．

31 対照液抗原基液

抗原基液である0.5%石炭齢制J0.85%食塩水を使用し

た

バタ一貫による白原llll・,:!i生煮浸出液及
抗l¥;(f占i夜I.Sec注射徒に於けるl札蘭p
子，子の百分比総和

第7表

41 糞色ブドウ球菌々液

第 1報実験第 lに記載されたものと同一方法で製造

した．

円7古分~~－喰 ｜ 菌

38.5 I 42.9 

56.3 ! 63.8 

22.3 I 23.7 

抗原量｜抗原別

生浸出液

1.5cc I煮浸出液

抗原基液

実験方法

使用抗原液の種類が異なるのみ

でP その他は全く第2報に記載した

実験方法に準じて行った．

実験成績

実験結果は第8,9. 10, 11表p 第5

図に示されたよ うである．

1) 喰菌子は生浸出液注射の場合

が常に煮浸出液のそれよりも優位で

あった．叉子の百分比に於いても 3

者中生浸出液を注射した群が毎常最

大でんった

2) 喰菌子百分比の総mも生浸出
液群が最大で次いで煮浸出液群， 抗

原基液群の順位を示した．

実験Eの成績は第Iに除けるパタ一貫による白鼠肝
癌の場合と反対の結果を示したのである．これは非微

生物性（類脂）蛋自体の示す現象であって，健常白鼠

肝臓にはイムペヂン勢力を保有していないことを物語

り，従って実験第1に示された結果は蓮湯そのものの

呈する現象であって，その発生母地たる肝臓の示し

た現象ではないと云うことを明瞭に示したもので あ

る

括見所
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第4図 生体内対黄色ブドウ球菌喰盤作用に及ぼすパタ一葉に

よる白鼠肝癌生煮浸出液及び抗原基液 1.5cc注射前後の各時
間の影響

12 6 J 2 Jo' 

実験第IT.健常白鼠肝臓を以ての吟味

前実験への対照とじて白鼠肝癌の発生母地である健

常白鼠肝臓がイムペヂンを含有しているか否かを実験

に匡した．

料

1) 白鼠健常肝臓生浸出液

白鼠健常肝臓を摘出して第1む， 実験Eに述べたと

同一方法に依って生浸出液を得た．

21 白鼠健常肝臓煮浸出液

上記生浸出液の一部を更に 100。Cの重濠煎中で30分

材験実
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第8奈生体内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に及びぽす健常白鼠肝臓

生浸出液 l.5cc注射前後の各時間の影響（3頭平均）

時間 1 詰 ， · ~＇ 
（注射前後）｜ 山 ' 山

喰 I 6.o I 5.3 
菌 I 6.6 I 6.o 
子 I12.6 I 11.3 

子の百分比I100 I 89.6 

2 

8.3 

8.3 

16.6 

131.7 

3 

5.0 

5.6 

10.6 

84.l 

6 

4.6 

4.6 

9.2 

73.8 

第9表 生体内対黄色ブドウ球菌喰盤作用に及ぼす健常白鼠肝臓

煮浸出液 I.Ser注射前後の各時間の影響（3頭平均）
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3.0 

3.3 
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第四表生体内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に及ぼす抗原基液 l.5cc注射前後の

各時間の影響 （3頭平均）

時 F旦i前 I 15’I 3o’ 
（注射前滑）I ~u ! I 

喰 I 4.3 ! 3.6 I 2.6 
菌 I 4.3 I 3.6 ! 3.3 
子 I 8.6 I 1.2 I 5.9 
子の百分比I100 I 83.7 I 68.6 

200「I生浸出；費
E ’~5書 出液
E抗原基；夜

150』

76.7 

2 

3.3 

3.3 

6.6 
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第5図 生体内対黄色ブドウ球菌喰盤作用に及ぼす健常白鼠肝臓

生煮浸出液及び抗原基液 l.5cc注射前後の各時間の影響

2 

第11表健常白鼠肝臓生，煮浸出液及び抗原基液

l.5cc注射後に於ける喰p 菌p子，子の百分比

の総和

抗原量｜ 抗原別 ｜ 喰 菌 子 百分比

41.0 43.6 

l.5cc I:::: I 29,6 31.7 61.3 577.9 
22.3 23.7 46.0 534.7 

3 6 

町
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第3報 血中沈澱素産生に及ぼすノマ

ター黄による白鼠肝癌のイムペデ

ン作用

本研究の第I，第2報に於いでは試験管内及び生体

内対黄色ブドウ球菌喰燈作用を指標となしてバター黄

による白鼠肝癌にはイムベヂン努力の保有されている

事を立証したが，今主主は’ぷ兎流血中の沈澱素産生を指

標としてこの聞の消息を吟味した．

実験第卜白鼠肝癌を以ての吟昧

実験材料

11 健康馬血清

東京大学伝染病研究所製造のもの．

2i バター貨による白鼠肝癌生浸出液

第 IVi，実験1に述べたと全く同一）j；＇去により作つ

た．

31 バター黄による白鼠肝癌煮浸出；使

上記生浸出液の一部を更に I00°Cの重盗煎中で30分

間煮沸したもの．

4) 対照液 （抗原基渡！

抗原基液である0 .5%石l：；般加0.85 ？~食塩水．

実験方法

体重 2kg内外の縫常白色雄性家兎3頭を以て l群

とする A,B,Cの3群を用忘して，A群には馬血清と

生浸出液， B/:Hこは馬血清と煮浸出液p C群には馬血

清と0.5%石川股加0.85%食塩水と；見人してy それを各

試獣耳静脈内に l回限り注射しP i:J:射後8日目に九I式

獣から採血して血清を分離しP 持Trる抗血清と馬血清を

沈澱計内で種々の量に組み合せて混和しp 鳥潟名誉教

授の抗体，抗原結合の第I，第E，第E型に亘って検

査しP その生成沈澱子量を測定した．

沈澱反応検査術式

鳥潟沈澱計を一列に用意しP 結合第I型検査に際し
ては抗血清の→定量（O.lc仁）に対しP 馬血清を0.1,0.2 

0.4,0.6’0.8’l.Occと変（七させて追加し，同第H型検査

に際しては馬血清の一定~~： CO.J ee）に対し抗血清を 0. 1,

0.2, OA,0ふ0.8.1.0ccと変化させて追加しP 第盟型倹

禿に際しては馬血清及び抗.1i11.i'1与を各 0.1'0ム0.10.6, 

0.8, !.Occと混和して各凡て 0.85%食塩水を以て各沈

澱計内容を2.0ccたらしめて充分に携枠した後，37'C

の卿卵器内に2時間放置して，その後取り出して再び

内容を携持し平等な濁濁として直ちに 1分間3000回転

の遠心器に30分間遠心沈澱を行いp その産生沈澱子量

を計量した．

実験1) 可検抗原量 1.5C・Cの場合

上記健常白色雄性家兎3頭を以てn洋とするA,B,C
3群を用意して，各群に於いて馬血清 leeに対してA

群にあっては生浸出液 1.5ccB群には煮浸出液 1.5cc,

C群には0.5%石炭酸加0.85%食塩水 1.5ccを浪人して

それを各試獣耳静脈内に一回に注射してP その後8日

目に採1(1Lし，前記沈澱反応検査術式にならい生成沈澱

子量を計量した．

実験成績

実験結果は第 12,13, 14表p 第6,7, 8.図に示されたよ

うである．

所見小括

I) 第 I型結合｝こtミいては煮浸出液群の平均沈澱子
量は2.1を示しP 3者中設大となり生浸出液群は2.0抗

原基液群は1.7を示した．

2) 第E型結合にU'2いては煮浸出液群の平型沈澱子

量は3.4を示しP 生浸出液群は抗原基液群よりも劣つ

第12奈 生p 煮浸出液及び抗原基液 1.5ccに依る

抗血清を以ての沈i僚反応 （3頭平均）

第 I型

｜抗血清量｜食塩 l 生成沈澱子量

同 l水量｜生 l煮｜対照
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対照

量は2.6生浸出液群は2.1で抗原基液群はJ.5を示した．

4) 煮浸出液を加えたものは常に生浸出液を加えた

ものに優れて沈澱子量を生成した．

実験2) 可検抗原用量3.0ccの場合．

可検抗原用量を3.0ccと為した以外は全く実験1）に

於けると悶様の検査j去を行った．

煮液

図8 

生液

第

抗原別

実験成績

実験結果は第 15,16, 17 kリ第9,I0,11図に示された

ようである．
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所見小括

1) 第 I型結合に怪いて産生された平均沈澱子量は

煮浸出液群では2.3生浸出液群では J.4抗原基液群では

1.1であった．

2） 第 IIKf'i.%,'i e;-1こ於いて産生された平均沈澱如量
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量

J.4 均平

対照

てJ.7を示し，抗原基液群は2.2であった．生浸出液は

正常値以下に迄その生成を抑制した．

3) 第四型結合に於いては煮浸出液群の平均沈澱子

煮 液

図7 

生液

第

／ 

抗原別
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3) 第E型結合に於ける平均沈澱子量は煮浸出液群
は3.6，生浸出液群は2.4，抗原基液群は1.8を示した．

4) 煮浸出液を加えたものは・；；：；に生浸出液を加えた

ものに優れて沈澱子量を生成しP 生浸出液を加えたも

のは常に抗原基液を加えたものよりも優れて沈澱子量

を生成した．

570 

円

ィ

叫

べ

L

7／

流
浪
子
量生成沈澱子量

｜対

第16表第E型

塩
量
食
水

ト

U
H
ド

対照

実験3) 可検抗原用量 50ccの場合

可検抗原用量を5.0ccと為した以外は総て’た験い，2)

に準じて行った．
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実験成 績

実験結果は第18,19, 20表，第12,13, 14図に示された

ようである．

3 

所見

1〕 第 I型結合に於いて産生された平均沈澱子量
は，煮浸出液群が 1.9，生浸出液群及び抗原基液群は

1.5の同量であった．

2〕 第E型結合に於ける平均沈澱子量は煮浸出液群

は1.9を示し，生浸出液群は 1.7，抗原基液群は1.5であ

った．

3) 第E型結合に！於ける平j有tt：澱子量は煮浸出液群

括

対照煮液
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が2.2で最大となり，抗原基液群は2.0で，生浸出液群

を凌駕し，生浸出液群は 1.8で最小を示した． 3 

生，煮，浸出液及び抗原1il5液 5恥 cに依
る抗血清を以ての沈澱反応（3頭平均）
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実験 1)2) 3Jの所見総括

実験l)2) 3）の所見を総括して第21,22, 23表，第

15, 16, 11.図を得た．即ち

l) 実験 1)2) 3）を通じてパター寅による白鼠肝

癌の煮浸出液を加えたものの沈澱子量は常に最大であ

った

2.0 2.2 均平
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2〕 生浸出液を混和してt~た抗馬血清の沈澱子量は

小であり抗原基i液を以て生成された沈澱子生成力以下

に迄抑制された場合もあった.1) 2〕の事項はバター

賞による白鼠肝癌中にイムベヂン勢力の’含有されてい

る事を立証しているものである．

3) 抗原用量が 3.0ccの場合は第［， ill 型結合に ij~

いて最大の沈澱子量を生成し，第I型結合にてI，九：＇.＼N

第21表 最大沈澱子生成量と生，煮p 及び

抗原基液の用量との関係

｜ ｜ 最大沈澱生量と抗原用量
型別｜抗原種別 I－一一一一一一一一一l一 一一 一
! I I.Sec 3.0cc I 5.0cc 

第
I
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第22表 最大沈澱子量と生，煮p 及び

抗原基液用量との関係、

｜ 最大沈澱子量ト抗原用量
型別 抗原種別 一一一一一

1.5cc 3.0cc , 5.0cc 
ーー一一一直』明ー H・ー，Fー－－－

3.0 12.0 3.0 

煮浸出液 6.0 12.0 3.0 

抗原基液 4.0 5.0 3.0 

第23~長最大沈澱子生成量と生P 煮及び
抗原基液の用量との関係

型5lU！抗原種別 ；
辰大沈澱子量ト折原用量

1.5cc I 3.0cc J 5.0α 
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型
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抗原量cc

第 17 図

5C 

5.0 

出波書平を加えた平均生成沈澱子量は最大を示した．併

し抗原用量を 5.0ccに増量すると却って生成沈澱子量

は減少した．

実験第Il.健常白鼠肝臓を以ての吟味

本実験に於いては肝癌の発生母地である白鼠肝臓中

にイムベヂン勢力が保有されているか否かを実験第I

に於けると全く同一方法で吟味して前実験への対照と

為した．

実験材料

11 健常馬血清

東京大学伝染病研究所製造のもの

か肝臓生浸出液

健常白鼠肝臓を摘出して第I報，実験第Eに述べた
と同一方法に依って生浸出液を得た．

3l 同煮浸出液

上記生浸出液の一部を更に JOO。Cの重盗煎中で30分
間煮沸したもの．
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実験1. 可検抗原用量 1.5ccの場合

実験結来は第24,25, 26表，第18,19, 20図に示され

たよ うである．

バター黄 Butteryellow投与による白鼠肝癌のイムペヂ／現象に閲する実験的研究

(4 対照液 （抗原基液）

抗原基液である0.5%石炭酸｝Jf;0.85匂食撮水を使用し

た．

：ま

生p 煮両抗原及びt/i:原基液の使用量，及び検査術式等

は全く実験第1の方法に準じて行った．
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第24表

対照煮液

図第四
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可検抗原用量 l.5ccに依る抗血清を

以ての沈澱反応（3頭平均）
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液群を凌駕して 2.6を示した．煮浸出液鮮は正常値以

下の沈澱子量を示した．

3〕 第皿型結合に於ける平均沈澱子量は生浸出液群

は2あでP 煮浸出液群は抗原基液群と同じく 1.8を示

した．
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第 E型第29表

所見小括

I) 第I型結合に於いて平均沈澱子{J1:U：抗原基液群

は1.7を示し；設大となり，次いで定波Ii.'，液群の 1.4，次

いで煮浸出液群は0.7で最小を示した．

2) 第E型結合に於いては， iと浸出液群の平均以調

子量l土2.3を示して最大となりp 煮浸出液群は1.4，抗

原基液群は煮浸出液群を凌駕して2.2を示した．

3) 第E型結合に於いては，生浸出液群の平均沈澱

子童は 1.8を示して最大，煮浸出液群は 1.4，抗原基液

群は煮浸出液群を凌駕して1.5を示した．

実験 2.可検抗原用量3.0ccの場合

実験結果は第27,28,29表，第21,22,23図に示された

ようである．
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所見小括

1) 第 I司＇！ti！合に民ける平均沈i懸子量は生浸出液群

は 1.-1，煮浸出液群は抗！京是正液群と同じく 1.1を示し

fこ．

2) 第E型結合に於ける平均沈澱子量は生浸出液群

は5.6を示し，煮浸出液苦手は2.0，抗原基液群は煮浸出
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所見小 括

1) 第 I型結合に於ける平均沈澱子量は生浸出液群
と抗原基液群とは同量で1.5を示し，煮浸出液群は 1.0

を示した．

2） 第E型結合に於ける平均沈澱子量は生浸出液群

バター黄 Butteryellow投与による白鼠肝痕のイムベヂン現象に関する実験的研究
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対照

実験3.可検抗原用量 5.0・l!Cの場合

実験結果は第30,31,32表，第24;25,26図に示された

ようである．
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が最大を示したがp 他の総ての場合にr，；，いては生浸出

液を加えたものが最大の沈澱子量も示しP 煮浸出液を

加えたものは抗原基液を加えたものと同量或はそれ以

下に迄沈澱子の生成を抑制された．此等の事実は非微

生物性（類1旨）蛋白体の示す現象であって，健常白鼠

肝臓はイムベヂン現象を呈しない事を物語り，即ち実
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最大沈澱子生成量と生・煮対照用量

との関係

第35表／ 

! 1す検抗原｜ 抗原用量及辰大沈澱子量

｜種別 I1.5cc I 3.0cc I 5.0cc 
生浸出液 1 2.6 I 4.6 I 3.o 

煮浸出液｜ 2.0 I 3.o I 3.o 
抗原基液 ｜ 2.0 I 3.0 I 3.0 
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図

は3.3を示しp 最大となり，次いで煮浸出液苦手は 1.6,

抗原基液群は 1.5を示し最小であった．

3）第E型結合に於けるT'J・'.Jlt澱子量は各献殆んど

大差なく，生浸出液群が2.1で首位で，煮浸出液群は

1.7，抗原基液群は煮浸出液n下を；交｛＇.！；して2.0を示した．
実験1)21 31所見総括

実験 l1, 2), 3）の所見を総括して第33,34, 35表p

f奇i:¥27,28, 29図を得た．

以上の結果から次の事項七忍めねた．即ち ］I健常

白鼠肝臓生浸出液を加えた際の抗馬血清沈澱子量はp

煮浸出液を加えた際の抗馬血清沈澱子量より も常に大

量に産生された．叉抗原量 J.5ccの場合の第I型結合

のみに於いて抗原基液を加えた際の抗馬血清沈澱子量

26 第

5‘Q 3.0 0 1.5 
抗原用量cc

第

M.大沈扱f’主成量と生・煮対照用量
との関係

第33表
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予め採血検査して対腸チフス・ パラチフス菌凝集価

が 100以下に腸性である体重 2.0kg以上の白色健常

雄家兎3頭を以て 1群とする A,B, Cの3群を作り，

各群のl頭には麗疹生浸出液， 1頭には腫療煮浸出

液p 及び残余の1頭には0.59五石炭酸加0.85%食塩水を

前記腸チフス ーパラチフス菌ワクチン 3.0cc宛とよ く

？軒目しも各家兎の耳静脈内に除々に注入した． 而も

A群には注射抗原用量が I.Sec,B群では同3.0cc, C 

群では同 5.0ccである．そして注射前及び注射後3日

乱 7日目， IO日間p 14日目， 20日目に耳静脈から採

血して血清を分灘，対腸チフス・パラチフス菌凝集反

応を検査した．

パター黄 Butteryellow投与による白鼠肝癌のイムペヂン現象に関する実験的研究

5.0 3.0 IS 

r
u
H
H
－
 
2 

J 
沖
ル
裁
手
量

凝集反応検査方法

可検血清を0お%食塩水で逓次倍数法で稀釈したも

の0.5cc宛を各小試験管に採り，これに腸チフス・パ

ラチフス診断液を夫々0.5cc宛；主加して37。cm卵器内
に3時間，その後室温に18時開放置して凝集反応を検

査し，此の際0.85?0食塩水0.5cc加腸チフス・ パラチ

フス診断液を以て此等の対照となした．

＋＋十＝基液透明且つ管底に厚き膜トE沈澱物を生じたも

の

＋＋＝基液ややj圏濁し， 管底に膜様沈澱を生 じたも

の，或いは基液透明であるが管底に膜様沈澱物

が殆んど無いか又は僅少なもの．

＋＝基液淘濁しているが，管底に梨状沈澱物を認め

るもの．

ー＝基液は対照と同程度にj図濁し，管底に鮮明な小

円形沈澱物を認めるもの．

図

験第Iに示された事実はパター黄による白鼠肝癌の呈
したイムベヂン現象は，腫疹自体の呈する現象であっ

て発生母地である肝臓の示した現象でないことを示し

ているものである．

却

抗原用量cc

第

流血中凝集素産生に及ほ・す

バター黄による白鼠肝癌のイムペ

ヂン作用

第4報

今ままは流血中凝集素産生を指標として這般の関係を

吟味した．

白鼠肝癌を以ての吟蝶

実験材料

1) 可検腫痕生浸出液

第 l報，実験Iに記載されたもの．

2) 可検腫軍事煮浸出液

上記生浸出液のー部を更に 100°cの重盗煎中で30分

間煮沸したもの．

3）対照液（抗原基液）

抗原基液である0.5%石炭酸加0.85%食塩水を使用し

た

4）腸チフス・パラチフス菌ワクチン

武田薬品工業株式会社製造のもの

5）腸チフスパラチフス診断液

北里研究所製造のもの． この診断液を 0.5%石炭酸

加0.85劣食塩水で5倍に稀釈して使用した．その1.0cc

中の菌量は鳥潟沈澱計で約I度目で即ち約0.007ccで

あった．

白鼠肝癌を以ての吟味実験第I.

績

実験1) 可検抗原波用量1.5ccの場合

実験結果は第36,37,38, 39表， 第30図に示されたよ

うである．

成験実

実験第1

所見小括

1) 凝集価は抗原注射後3日目にK＂：いて3者何れも

増加してP 此の際煮浸出液を加えたものが最大867でp

生浸出液を加えたものは700で之にひ〈ぎ，抗原基液を

加えたものは333で投小であった．

2) 注射後7日目に於ける凝集悩は3者共急速に増

大して全経過中最大を示し， 煮浸出液を加えたものは

断然最高位4000を示し，抗原基液を加えたものは生浸

出液を加えたものを凌駕して3467で之に次ぎ，生浸出

液を加えたものは3200で最小であった．

3) 抗原注射後10日自の3者の凝集価は7日目のそ

れよりもやや低下したが，煮浸出液合加えたものが法方験実
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パター葉による白鼠肝癌生 ・ 煮浸出液及び抗原~液 1.5cc 加腸チフスp パラチ フス菌

ワクチン 3.0cc注射前後に於ける血中凝集価の推移
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バター黄による白鼠肝癌生・煮浸出液及び抗原基液 1.5cc加腸チフスP

パラチフス菌ワクチン3.0cc注射前後に於ける血中凝集価の推移
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を示し， 抗原基液を加えたもの1000及び之に次ぎ， 生

浸出液を加えたものは最後迄最小867であった．

実験 2) 可検抗原液用量 3.0ccの場合

可検抗原液用量を 3.0ccとした他は， 凡て実験 1)

にむけるものに準じて行った．

実験結果は第40,41，」2,43表p 第31図に示されたよ

うである．

第28巻目本外科宝函

3733で最大，次いで抗l京恭液を加えたものが3200，生

浸出液を加えたものは2800で矢張り最低位であった．

4) 注射後14日胃の凝集価は3者共に急激に低下し

て煮浸出液を加えたものは1867で抗原基液を加えたも

の1867と同一価となり，最下位は浸出液を加えれ1533

であった．

5) 注射後20日目の凝集価は3者共14日目よ り更に

低下したがp 煮浸出液を加えたものは終始最高位1133

580 
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ワクチン 3.0cc;UH前後に於ける血中凝集価の推移
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3日目に於いては生浸出液を加えたものよりも大で第
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可検抗原及び抗原基液5.0cc加腸チフスP

パ号チフス繭， ワクチン＇ 3.0α 注射によ

る血中凝集価の推移（3頭平均）

可検折 ｜ 血 中凝集価

原種別日司 7日目 i10日目 ｜間目i20日目
生浸出液｜ 600 I 3733 I 3067 I z333 I 1600 
煮浸出液｜ aoo I 4000 I 3733 I 3200 I 2000 
抗原基液｜ 500 I 4000 I 3200 I z333 i 1133 

液

第47表

20 

実験 1),2 I, 3）の所見を総括して第48表，第33図

を得た．そしてこの結果から次の事実を認め得た．

1) 可検抗原の種類と量とに関係なく凡て抗原液注

射後3日目に於いて著明な血中凝集素産生を認めた

が， 7日目に於いて最高価を示してPI市も何れの量に

於いても煮浸出液を加えたもの；；1'1 ~大凝集価を示 し

た.RPち煮浸出液の抗原性能働心は生浸出液のそれよ
り大であった．

2) 生浸出液を加えたものでは何れの量にlj2いても

抗l!j（液iU！~ 戊 7 日間の血中産生最大凝集価は抗原基液

を加えたものの；境lj:frtJjと同一或は低価を示した．即ち

凝集索産生は正常値以下に迄｜；｜｜’Jiされた場合もあっ

た．

3）生煮両浸出液を I.Secから 3.0ccに増量すると，

それにつれて血中産生凝集価も上昇したが， その用量

を更に 5.0ccに増量すると却ってその凝集価ti減弱し

た．即ち 3.0ccを使用した際に血中に1ll大の；俊民価の

産生を観た．

1品

図32 第

一一
の比は4000: 3733 = 100 : 93で其の後l土漸次低下して

10日自には3067を示しP 14日目は2333と低下し， 20日

目には急に低下して1600を示した．即ち3回目以後は

常に正常価以下の最低価を示した．

3) 煮浸出液を加えたものの凝集価は 3 日間に Ii'~い

ては少しの差で3者中最高位800を示し＇ 7日固には

急速に地大して全経過中最高価4000を示した．而して

其の後漸次低下して10日目は3733,11日目は3200,20 

日目は2000をぶしたわが、然3者中最高価であった．

4) 抗原器液を加えたものに於いては注射後3日間

に3者中での最低価500を示したが， 7日目には急に

地大して煮浸出液を加えたものと同一価4000を示し

た．その後IO日間にはやや低下して3200を示し，生浸

出液を加えたものを凌駕して第2位となった.14日目

には更に低下して2333を示し生浸出液を加えたものと

同一価であった.20日目にlj_'Oいては生浸出液を加えた

ものを凌駕して1733を示し第2位となった．

5) 最大凝集価7日闘を比i佼すると煮浸出液を加え

たものと抗原基液を加えたものとは同一価4000を示

し，生浸出液を加えたものは3733で正常価以下であっ

た．

実験 11,2), 3）所見総括
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第48表 可検抗原及び抗原基液の用量に依る凝集価の推移

1.5.cc 3.0cc 5.0cc 

血中凝集価 血中凝 集価 血中凝集価

言語ま経義 -I 3 7 I IO I 14 I 20 7 i 10 1 14 I 20 I 3 7 10 I 14 I 20 

生浸出液 2800 467 4000 I 3467 2800 

煮浸出液 863 4000 3733 1867 1133 3200 2400 800 4000 3733 3200 2000 

抗原基液 333 3467 3200 1867 1000 2400 1733 I soo 4000 3200 2333 1733 

ら000

ハu

n

U

A
U

ハU

ハU

ハU

μ片
内

J
4

最
大
京
葉
柚

1.5 3. 0 丘O

抗原用量cc I生浸出液 E煮浸出液
E抗原基液

第部図 各抗原量を最大凝集素産生との関係

実験第IT.健常白鼠肝臓を以ての吟昧

実験第I に対する対照実験として行ったが， fWち

肝癌の発生母地である鍵常白鼠肝臓を以て検査したも

のである．

実験材料

1) 白鼠肝臓生浸出液

体重 lOOg内外の健常白鼠肝臓を無菌的に摘出して

細く磨りt貸し，バター黄による肝癌の場合と全く同一

の方法で生浸出液を得た．

2) 白鼠肝臓煮浸出液

上記生浸出液の一部を 100。Cの重塗煎中で更に30分

間煮沸し得たもの．

3＞腸チフス・パラチフス菌ワクチン

武田薬品工業株式会社製造のものを使用．

4）腸チフス・パラチフス診断液

実験第Iに記載したものと同ーのもの．

実験方法

使用抗原液の積額が異なるのみでその他i土全く実験

第Iに準じて行った．

実験成績

実験lJ抗原液用量1.5ccの場合

実験結果は第49,50, 51, 52表p 第34図に示されたよ

うである．

所見小括

1) 各抗原液注射後3日間に於いて何れもその凝集

価は注射前より増大したが，生浸出液を加えたものが

最大500を示し，煮浸出液を加えたものが之に次いで

433を示し，抗原基液を加えたものは最小価333を示し

た．

2) 注射後7日目に於いてはその凝集価は3者共急

辿に増大した．即ち生浸出液を加えたものは全経過中

の最高価3733を示し，更に3日目に於いては最低位で

あった抗原基液を加えたものは3467で之に次きら煮浸

出液を加えたものは最低価3400で正常値以下に迄産生

皮が抑制された．

3) 注射後10日目，14日目に於ける凝集価は時日の

経過と共に次第に低下したが，生浸出液を加えたもの

と，抗原基液を加えたものの凝集価は同一価3200及び

1867を示し， 煮浸出液を加えたものの凝集価は2800及

び1600で最低価を示した．

4) 注射後20 日目に於ける；ほif~価は依然生浸出液を

加えたものが最大1133でp 煮浸山液及び抗原基液を加

えたものが同一価1000で全経過を通じて生浸出液を加

えたものの凝集価が常に最大であった．

実験2J抗原；夜用量3.0ccの場合
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健常白鼠肝臓生・煮浸出液及び抗原基液 l.5cc加腸チフス， パラチフス菌

ワクチン 3.0cc注射前後に於ける血中凝集価の捲移
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血 凝 1f 価

J担uI 3日目 j_7 _!:!: L！~ 日目 14日目＇20日目
生浸出液1soo I 3733 I 3200 I 1867 I 1133 
煮浸出液｜ 433 I . 3400 I zaoo I I 600 I 1000 
抗原基液｜ 333 I 3467 I 3200 I 1867 I 1000 

中

第52表
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健常自民肝臓生煮浸出液及び抗原基液3.0cc加腸チフスp ノfラチフス菌

ワクチン3.0cc注射前後に於けを血中凝集価の推移
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2) 各抗原液注射後7日目に於ける凝集価は3者何

れも急速に増大し，最大価を示した．中でも生浸出液

を加えたものは全経過中の最大価4800を示し抗原基液

所見小括

1） 各抗原液注射後3日目に於ける凝集価は生浸出

液を加えたものが867で最高価，煮浸出液及び抗原基

液を加えたものは600で同一価であった．
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14日目には2400を示して第2位であった．煮浸出液を

加えたものは常に夫々最低価2800,2000, 1400を示し

た．

第28巻日本外科宝函

実験3) 抗原波用量5.0ccの場合

抗原液用量を 5.0ccに変化させた以外は総て実験

1 ), 2）に準じて行った．

実験結果は第57,58, 59. 60表p 第36図に示されたよ

うである．

を加えたものは4000を示して第2位p 煮浸出液を加え

たものは3467で3者中最低位であった.E!Pち正常価よ

りも低かった．

3) 各抗原液注射後10日目P14日目，20日目に於ける

血中凝集価の産生はp 時日の経過と共に漸次低下した

が依然生浸出液を加えたものが最高価3733,2800,1733 

を示しP 抗原基液を加えたものは10日目 3733,20日目

1733を示しy 生浸出液を加えたものと同一価を示しP
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2) 抗原基液を加えたものの凝集価は3日目に於い

ては3者中最低価500を示したがp 7日間に至り増加

して生浸出液を加えたものと同一価4000となり， 10日

乱 14日目， 20日間は煮浸出液を加えたものを凌駕し

てその凝集価は3200,2333, 1733で第2｛：立を示した．

所見小括

1) 生浸出液を加えだものの凝集価は3日目には緩

徐として増大し 700を示しp 7日目には急速に増加し

て全経過中の段高価4000を示し， 10日目よ りは漸次低

下して価は3467,14日目は2800,20日目は1867の凝集

価を示したが， 全経過を通じて常に最大の価 を示 し
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第帥表 可検抗原及び抗原基液5恥c加腸チフスP
パラチフス菌ワクチン3.0cc注射による血

中産生凝集価の推移（3頭平均）

可検抗 ： 血中凝集価

原種目｜石~17 日目｜竺竺｜竺旦｜竺豆
生浸出液 100 I 4000 I 3467 I zsoo I 附 7
煮浸出液 600 I 3333 j 2400 I 1-100 I 933 
抗原基液1 500 I 4000 I 3200 I 2333 I 1733 

3) 煮浸出液を加えたものの凝集価は3日闘にIi旬、

て生浸出液を加えたものに次ぎ3者中第2位で600を

示したがp 7日目， 10日日， 14日目， 20日目では3者

中最低価3333,2400, 1400, 933を示した．

実験l), 2 I, 3l所見総括

実験 I),2 l, 3）の所見を総括して第61表， 第37図を

得た．
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I) 最大凝集素は各抗原及び抗原基液注射後7日目

に於いて産生されp 用量 3.0ccの場合は l.5cc,5.0cc 

を注射した場合より大でP 抗原基液のみ 3.0ccの場合

と5.0ccの場合と同一価であった．

2) 此の際浸生出液を加えたものと煮浸出液を加え

たものの聞には著明な差異を認める事が出来た.NPち
生浸出液を加えたものの最大凝集価は4800.煮浸出液

抗原量

指 標

注射後（日）

生浸出液

煮浸出液

抗原基液

可検抗原及び抗原基液の用量に依る凝集価の推移

I 3.0cc I 5.0cc 

集－型一i一一一F一土
14 I 20 I 3 I 7 I 10 ・1 14 I 20 I 3 I 7 I IO ! 14 I 20 

18671 l l制的 I4sool 37331 2soo1 11331 100 I州 問 i.2eool I 867 

1600/ 10001 600 I 3467! 2soo1 20001 1400i eoo I 3333! 2400: 1400! 933 
1s611 1000 600 I 4 0001 3吋 2400:1133i soo I 40叫3200:23331 1733 

第61表

l.5cc 

血中凝

3 I 7 I IO I 
500 I 373訓 32001

433 I 340α2800! 

333 I 346引 3200:

日康法制E経過日数
一ーーー生浸出茨
－~悪；是出；喜
一一－抗原基；夜

sooo 
最， /j.000 

奇300
71'< 200. 0 
1~ 
!000 

3.0 5.0 

抗原用量（cc) I生浸出液 煮浸E出液
E抗原基液

第37図 各抗原量と最大凝集素産生との関係

を加えたものは3467でF 抗原基液を加えたものは4000

となり煮浸出液を加えたものを凌駕した．其の他全実

験を通じて煮浸出液を加えたものは生浸出液を加えた

ものよりも常に低い価の凝集素を産生する傾向を示し

た．即ちこれは，実験第1の場合に於ける結果と正反

対の現象である．このことは前実験の結果はp 白鼠肝

臓の示した現象ではなくて， 腫蕩それ自体にイムベヂ

ン勢力が保有されていることを示したものである．

第5報溶血素産生に及ぼすバター

黄による白鼠肝癌のイムペヂン作

用

実験第卜白鼠肝癌を以ての吟味

今2去は溶」血素産生を指標となしてパター貨による白
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鼠肝癌のイムベヂン現象を吟味した．

実験材料

1) 可検置虜生浸出液

第1報，実験第lに記載されたもの．

2) 可検置揚煮浸出液

上記生浸出液の一部を更に 100。Cの重湯煎中で30分

間煮沸したもの．

3) 対照液（抗原基液）

抗原基液である0.5%石炭酸加0.85%食塩水を使用し

た．

4) 溶血素産生用血球浮；溶液

山羊血液を頚静脈から採血し，脱繊維素の上， 滅菌

的生理的食塩水を以て3回洗糠した後p 血球に生理的

食塩水を加えて原量と等しくなし，更に此の血球浮世岸

液を該食塩水で20倦に梯釈したものである．

5l 衛体

新鮮なモルモット血清を 0.85%食塩水で10倍に稀釈

したものを使用した．

実験方法

体重 2kg以上の家兎3頭を以て I群とする 9群を

作り，各試獣の血清溶血価を予め測定して置いて，そ

の後耳静脈内に前記山羊血球浮滋液 3.0ccを1回だけ

注射し，対山羊血球溶血素の産生を来たさしめたが．

此の際山羊血球と共にバター資による白鼠肝癌の生，

及び煮浸出液， また対照としてその基液である 0.5%

石炭酸加0.85%食塩水の種々の量を混和して注射後3

日， 7日， 10日p 14日固に於ける溶血価を測定して該

腫蕩の生p 煮両浸出液ポ家兎血清内に於ける対山羊血

球溶血素産出量に及ぼす影響を検査した．

溶血素測定方法

試獣耳静脈から採血して血清を分離し 56°Cの重盗

煎中で30分間加湿して非動性となし，更に滅菌Oお%

食塩水を以て 20,40, 80, 160, 320及び640倍と稀釈し

てその各々を 0.5cc宛 1列6本の鳥潟沈澱計に注入．

かくすれば各々の血清絶対量は0.025,0.0125, 0.00625, 

0.003125, 0.0015625及び 0.00078125ccとなる訳であ

る．次いで前記補体を 0.5cc宛と，更に 5%山羊血球

浮世宇液 l.Occ宛を各々に加えて，全量を 2.0ccとな

い充分携桝昆和した後， 37°C m卵器中に1時開放
置して取出しp 直ちに 1分間3000回転の遠心器で30分

間遠心沈澱を行いその残留血球量を検査した．

〔R〕： 5?o山羊血球浮滋液 l.Occ中に保有された血

球量．

〔RR〕：上記 CR:i量の山羊血球浮溶液に溶血索及び

補体の溶血系統物質を附加して溶血現像を惹起せしめ

た際2 溶血を遁れて残留した血球量である．血感及ぴ

補体量が一定して居れば加えられた溶血素の大小に殆

んど正比例して溶血現象が起るから逆にRR量の大小

によって溶血素量の大小を知る事が出来る．即ち R-

RR＝溶血価となしF この価の大なる程その加えられ

た血清の溶血素量は大である と判定する．これが鳥潟

教授の微量補体結合反応術式である．

実験成績

実験1) 可検抗原液用量I.Secの場合

実験結果は第62,63, 64, 65表，第38図に示されたよ

うである．

第62表 バター貰による白鼠肝癌生浸出液

l.5cc注射前後の溶血素産生に及

ぼす影響（残留血球量RRの測定）

｜ ｜注射後
血清磁釈倍数 ｜注射前｜ I ' 

20倍

40// 

80 I/ 

160// 

320// 

I 13日目7日目110日目114日目

15.5 4.5 2.1 LO 1.3 

25.5 10.1 6.0 1.5 3.0 

26.0 14.7 8.7 3.0 6.0 

28.3 20.9 14.7 9,3 14.3 

28.5 23.4 20.3 16.5 18.2 

21.5 19,7 20.3 

RRの総和 I 152.5 I 97 .1 I 73.3 I 51.0 I 63.1 
RR総和の I A内 ！”。 ！っm lつつに
百 分比 ｜宮山 （＇＂ I＇－＂ゐ lゐω

R I 28.7 I 26.3 

Qν 
つ＆

AHV － 

nu 
nu nノ－

可t
q喝U
2 

第63表パター黄による白鼠肝癌煮浸出液

l.5cc注射前後の溶血素産生に及

ぽす影響（残留血球量 RRの測定）

｜ 注 射後
血清稀釈倍数 ｜注射前

j3日目17日間J10日目｜間目

20千菩 9.7 2.3 1.0 1.0 1.0 

40// 13.5 2.8 1.5 1.5 2.3 

80// 19,6 7.7 4.1 2.5 3.7 

160// 25.3 10.3 9,3 7.3 11.0 

320// 28.0 19.6 15.3 10.5 17.3 

6401/ 28.I 22.2 20.I 16.7 19.0 

RRの総和 4.2 ！引 51.3 制 J54.3 

RR総2-和の 4泊十6 1田 197 '.?'.?9 
百比

R 2s.o I 20.0 I 23.7 
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‘第64表抗原基液 1.Scc注射前後の溶血素産生に

及ぼす影響（残留血球量 RRの浪ij定）

｜注射 後
血清稀釈倍数｜注射前｜一---y-一一－： ' 

13日目17日目110日目114日目

内
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R
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R
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20倍

40// 

15.9 

22.0 10.7 

80// 

160// 

320// 

7.5 1.5 

2.7 

2.5 

3.7 

6.7 

1.5 

2.3 

第65表 パター黄による白鼠肝癌生，煮浸出液

及び抗原基液 I.Sec注射前後の溶血価

(3頭平均）

総過回数｜抗厚種別 一｜生｜ 宇 ｜対照－

I I RRのいI：~t~ !;,; 溶血価 1911 48 01 29.6 

同百分比凶1I 161 I 121 

: I RRの総和－：97 ~ 1~1 ,,, 溶血 価 60.ll 62.91 62.0 

同百分比 22sI 354 I 236 
溶血価増加百分比 1 41 I 187 I 109 

ぽ｜ 七

日

目

R R の総和

溶血価

同百分比

溶血価増加百分比

射 ’十 IR R の総和
溶血価

同百分比

溶血価培加百分比

日

後 l 目

・，R R の t~主和

白｜溶血価

§ ／同百分比

［目溶」血価増加百分比

1) ! HI×6ー〔RR〕総和＝溶血価
2) 1l{_1x 6=600 600 r1m1総和百分比＝

Irr :•1. r111i百分比
3) :'i'.~J後溶血｛i!li百分比一 i i＇守J1lliir~ 1r11価百分比＝
溶血増加百分比

oi 

! ノ胡00 
〈刀

tt 
｜｜ 圃 Ulll ｜｜｜． 
3日目 沼目 10日目 ／何日

注射後経過回数

第38図 可検抗原及び抗原基液 I.Seci i射後
の溶血価増加百分比

所見小括

1) 溶血価i曽b日百分比の変化を比較すると， 3日間

に於いて大差が現われF 煮浸出液群では著明に増大し

て 187を示し第 1位で，生浸出液群は41で，抗原基液

群は 109で生浸出液苦手を凌駕した．

2) it~Jlt: 7日目に於いては各群共に著明に増大

し，全経過中最大を示したが，煮浸出液群は250，抗

原基液群は249.生浸出液群は 161を示した．

3) 注射後10日目には7日目よ り低下したが煮浸出

液群が首位で236を示しP 次いで抗！京芸液群は188を示

しp 生浸出液群は158で最低位を示した．

4) 注射後14回目に於いては煮浸出液群は10日間よ

りは低下したが失張り第11立で204を示しF 次いで抗

原基液群の 183，生浸出液群は3者中常に最低位で 147

示した．

5) 以上の如〈全経過に於いて煮浸出液群は他の両

者を凌駕して高い溶血素を産生した．

実験 2) 可検抗j京；凌用量 3.0ccの渇合

実験結果は第66,67, 68, 69表p 第39図に示された

ようである．

所見小措

!) 溶血価百分比を比較すると注射後3日目には3

者何れも増大し，注射後7日目には各群共に著しく増

加して全経過中の最犬価を示した.10日目に至つては

7日目より減少しP l.J日目には更に3者共減少した．

叉煮浸出液苦手は常に生浸出液群を凌駕した．

2) 溶血価増加の百分比を比較すると，注射後3日

目には各抗原によって大差を現わしF ~pち煮浸出液群

は143で最高を示しp 次いで生浸出液群の 108，抗原基

液群は59で3者中最低f立であった．

3) 九｝／［fl;(;i引iそ7日自に於いては各群共に急速に

i首加を示して射浸出液群は330，生浸出液群は310，抗原

恭液群は312で矢張り煮浸出液群が最高を示した． ス
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第66表 バター黄による白鼠肝癌生浸出液

3.0cc注射前後の溶血素産生に及

ぼす響影〈残留血球量RRの測定）

注射後
血清稀釈倍数｜ 注射前 ｜一～ー 「 寸 一一一

3日日！？日目110日目114日目

20傍 12.3 2.5 0.4 1.0 1.3 

40// 16.5 4.8 1.5 1.5 1.7 

80# 20.5 8.4 2.4 1.7 ' 3.Q 

16Q// 22.9 10.6 4.7 2.3 4.6 

320// 24.5 12.7 9.8 7.0 8.1 

640// 27.7 13.8 15.2 12.5 13.0 

RRの総和 124.4 別 I34.o 26.0 ! 31.7 

RR総分和の 444 336 ]134 167 176 
百比

R 28.0 15.7 25.3 15.5 18.0 

第67表ノfタ一葉による白鼠肝癌煮浸出液

3.0cc注射前後の溶血素産生に及

ぼす影響（残留血球量RRの測定）

目注射 後
血清稀釈倍数！注射前卜 一一 I I -i---

' 13日目17日間10日目114日目

初倍 13.0 1.5 0.4 ' 2.0 2.0 

40 // 18.2 5.5 0.5 ! 2.5 ' 2.6 

80 // 21.3 9.0 2.1 I 2.1 . 2.8 

1so// 23.1 10.s s.8 I 3.1 4.9 

320／／ 抗 8 12.0 10.2 I s.3 s.5 

臼0// 28.0 13.0 川 I9.3 I 11.3 
RRの総和

RR総和の
百 分 比

R 

167 

132.0 51.5 I 33.3 I 25.5 I 30.3 

471 328 1131 

28.0 I 15.7 I 25.3 I 15.5 1180 

M

W

W

M

W
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u
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ρ

 

港
血
噌
加
百
〈
月
比

主
昔
、
何

口
・
目

』4回)0日日3日目 7日目

注射後経過日数

第39図 可検抗原及び抗原)ii;二液 3.0cciUHi交
の溶血価憎加百分比
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第68表 抗原基液 3.0cc注射前後の溶血素産生に

及ぼす影響（残留血球量 RRの測定）

血清孫釈倍数 ｜注射前 ｜
射 後

3自民7日目則自／14B回

20fff 11.4 3.5 0.3 0.5 1.0 

40 // 15.5 4.8 0.5 0.7 1.5 

80// 19.6 6.8 1.1 1.3 2.7 

160 // 22.3 11.0 3.3 3.1 5.0 

320// 23.4 13.3 8.3 5.1 8.3 

640// 25.5 15.0 10.5 10.5 13.7 

RRの総和 24.0 21.6 I 32.2 

RR総5J、和の 406 94 132 140 
百 比

R 28.0 I 1s.1 25.3 15.5 23.0 

第69表 パ干ー黄による白鼠肝癌生煮浸出液

及び抗原基液 3.0cc注射後の溶血価

(3頭平均）

経過日数｜ 折 原種別 ｜生｜ 煮 ｜対照

注 iR R の総和
射 l溶血価

前 1 同百分比

日

目

R R の総 和

溶 血 価

同百分比

溶血価増加百分比

124.4 132.0 117.7 

43.6 36.0 50.3 

156 129 194 

52.81 51.5 54.4 

41.4 42.7 39.8 

264 272 253 

108 143 59 

注 ｜七 IR R の総和 j叫 33.8 24.0 
日 ｜溶 血 価 I117.8] 118.51 I幻

｜同百分比 I466 I 469 ・ 506 

目 ｜溶血価増加百分比 I310 I 330 312 
射｜！ ！ ！．
十 IR R の総和 I 26.0I 2s.s1 21.6 

日 ｜溶血価 I 67.0I吋 71.4
｜同百分比 1433 I 436 I 468 

後 ｜日 I i I I 
日 ｜溶血価増加百分比 I211 I 307 I 274 

' I R R の総和 I 31.71 30.11 32.2 

白｜溶血価 I 16.3! 11刈 105.8
~ I 同百分比 i 424 I 433 I 460 
【 目溶血価増加百分比 I268 I 304 I 266 

I) (RJ×6-::-RRJ総和＝溶血価

2) 〔RJx 6 = 600. 600ー〔RR〕総和百分比＝

溶血価百分比

3) ii'.~11交溶血価百分比ー注射前溶血価百分比＝
溶血価増加百分比
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生浸出液群は正常値以下であった．

4) 各抗頭注射後10日目にあっては3者何れも7日

目よ り低下し，煮浸出液苦手は307，生浸出液苦手は277，抗

原基液群は274であった．

5) 注射後14日目には10日目よ り更に低下して煮浸

出液群は304，生浸出液群は268，抗原基液群は266を示

し7ご．

実験3) 可検抗原液用量5.0ccの場合

実験結果は第70,71,72.73表，第40図に示されたよ

うである．

所見小括

1) 各抗原注射後3日目の各溶血価を比較すると煮

浸出液若手及び抗原基液群は共に増加を示しF 生浸出液

第70署長 ノfター賞による白鼠肝癌生浸出液 5.0cc

注射前後の溶血索産生に及ぼす影響 （残

留血球量RRの測定）

血釈倍 r ~M"" 1 注射後
13日目17日目｜叩目il4S~ 

20倍 11.7 7.0 1.0 2.0 1.0 

40// 16.6 ' 11.3 ' 1.7・2.8I 2.0 
80// 21.1 17.0 2.7 3.3 3.0 

160// 22.5 21.3 3.3 ; 5.5 i 3.5 

320// 23.5 22.Q I 8.5 ' 8.7 I 6.5 

640// 26.7 23.5 14.3 14.7 12.3 
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第71表 バター策による白鼠肝癌煮浸出液 5.0cc

注射前後の溶血素産生に及ぼす影響 （残

留血球量RRの測定）

｜ ｜ 注射後
血清孫釈倍数 ｜注射前｜ ! I 『

I 13日目17日目110日目114日目

20倍 10.2 3.7 0.5 0.5 ' 0.3 

40 // 16.5 10.3 1.4 0.5 0.4 

80 // 20.3 16.5 2.5 ' 2.0 ' 1.7 

160// 

320// 

640// 

23.5 17.5 4.8 4.2 ! 7.0 

24.2 19.0 ! 6.3 ' 11.5 ' 8.3 

26.6 , 2i.1 I 12.8 15.3 9.7 

121.3 -I 88.7 128.3 I司訂
433 :314 117 !JG! 1249 

28.0 I 25・0 I 24.0 I 21.0 I 11・0

RRの総和

RR総和の
百分比

R 

第72表 抗原基液 5.0cc注射前後の溶血素産生に

及ぼす影響（残留血球量 RRの測定〉

｜ ｜ 注 射後
血清稀釈倍数 ｜注射前 卜一一「一一｜一一l一一一

13日間げ日間110日間14日目

20倍

40// 

80// 

160// 

320// 

640// 

12.7 2.0 1.0 1.0 

18.o I 9.3 1.3 1.7 
18.5 I 14.0 ' 1.7 2.0 

23.5 20.7 3.3 6.9 

23. 1 : 2r.o I 11.0 i2.s 
26.0 23.5 15.5 13.7 11.0 
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第73表 パター黄による白鼠肝癌生，煮浸出液

及び抗原基液 5.0cc注射前後の溶血価

(3頭平均）

経過日数 抗原種別 ｜生 ｜煮｜ 対照

! R R の総和
注射

122.1; 121.3 122.4 

｜ 溶同
血 価

品目日
百 2- 上b 164 167 163 

R R の総和 102.1 88.7 90.5 

溶 血 価 47.9 61.3 59.5 
日
同 百 分 上I::; 192 286 232 

目
溶血価増加百分比 26 118 69 

注 ｜七 R R の総和 31.5 28.3 お.8

溶 血 価 112.5 115.7 110.2 
目
同百分比 469 483 460 

日
溶血価増加百分比 I305 316 307 

射 ｜

十
R R の総和 37.6 34.0 37.8 

溶 血 価 88.4 92.0 88.2 
目
同 百 ~ 、、 比 421 439 420 

後 ｜日
溶血価増加百分比 257 272 257 

一一一一一一一
28.3/ 27.41 29.9 

37.71 お.61 36.1 

343 I 351 I 329 

I 179 I 184 I 166 

I) 〔R〕×6－〔RR〕総和＝溶血価

2) 〔R〕X6=600.600－〔RR〕総和百分比

＝溶J也価百分比

3) ;" j：.ヰti対得血価百分比ー；iJj.J 1]fj溶血｛面百分比

＝溶illfilfi増加百分比

. ' R R の総和

白 ｜溶血価

.§ I同百分比
〔 l 溶血価増加百分比
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第40濁 可検抗原及び抗原基液5.0cc注射後の

溶血価増加百分比

!OB目 II/.日目

群のみが注射前より低下を示した．そして7日目には

各群共に急速に増加して全経過中最高を示した．つづ

いて10日目， 14日目には各群共漸進的に低下して生浸

出液群は常に煮浸出液群より低い価であった．

2) 各抗原注射後3日目の溶血価培加百分比を比較

すると，各群の聞に大差が現われ，煮浸出液群は最大

で118を示しp次いで抗原基液群が69，生浸出液群は26

で最小であった．

3) 7日目の平均溶血価増加百分比を比較すると，

各群は急速に猶大し，全経過中最大を示しp 矢張り煮

浸出液群は316で最大p次いで抗原基液が307，生浸出液

群は最低位で305を示した．

4) 各抗原注射後10日目の平均溶血価増加百分比は

7日目より低下したが煮浸出液群は最大で272，生浸出

液群と抗原基液群は同じく257を示した．

5) 各抗原注射後14日目のそれを比較すると10日目

より更に低下して煮浸出液群は 184，生浸出液群は179,

抗原基液群は 166で全経過を通じて煮浸出液群は常に

他の2者を凌駕した．

実験1),2), 3）所見総指

各実験の免疫効果を比較する為に ． 
1) 各群の全経過中に於ける最大溶血価増加百分比

を観察して第74表及び第41図を得た．即ち最大溶血価

増加百分比を示したのは大体に於いて各抗原注射後7

第74表 パタ一葉による白鼠肝癌生，煮浸出

液及び抗原基液の増加百分比の推移

（抗原注射後7日目〕

抗原別｜ ｜ ｜ 
1生浸出液｜煮浸出液｜ 抗原基液

抗原量（cc）、＼ ｜ ｜ ｜ 

i.5 ! 161 I 2so ! 249 
3.0 I 310 I 330 , 312 

5.0 I 305 I 316 307 

L/00 

300 

~ 血
1管 200 

ho 

100〆 I生差出；E百
η IT j害、差出束

tt Ill tii.原基；長

l5 3.0 50 

注射量cc

第41図 各抗原及び抗原基液尚喧と最大溶血価

増加百分比との関係

日目であって，且つその用量が各群とも 3.0ccの場合

であった．全実験を通じて煮浸出液群は330で最大値

を示し，次いで抗原基液群で312，生浸出液群は最小

で310を出した．生浸出液群は全実験を通じて抗原基

液群の溶血価増加百分比にすら及ばなかった．即ち溶

血素産生を正常値以下に迄阻害したのである．

2) 各群溶血価増加百分比の総和p 即ち各抗原及び

抗原基液の注射後3日目， 7日目p10日目，14日目の3

頭平均溶血価増加百分比の総和を比較して第75表，第

42図を得た．即ち各抗原及び抗原基液の注射量 1.5cc

第75表 パタ一貫による白鼠肝癌生，煮浸出液

及び抗原基液持費量に依る溶血価封書加百

分比総和の推移

抗原別｜ ｜ ｜ 
＼ 1生浸出液 ｜煮浸出液 ｜抗原基液

抗原量（cc)------_I I I 

1.5 I 町 IaπI 729 
3.0 I 963 I 1084 i 911 
5.0 I 767 I 890 ! 799 

1000 

A
u
 

n
u
 

可
ν

造
血
唱
加
百
〈刀
比

沼
市
汲
汲

出
出
基

沼
〔
位
一

da白山
V

生－吉
川抗

T
i
π
u
m山
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第42図 各抗原及び抗原基液の注射増量による

j容血価t曽加百分比総和との関係
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にあっては溶血価増加百分比総和は煮浸出液群 877>

抗原基液群729＞生浸出液群507を示しp 抗原基液群は

生浸出液群を凌駕した．各抗原及び抗原基液の注射量

を3.0ccとした各群溶血増加百分比総和は3者共に用

量 1.5ccの場合よりも増大しp 煮浸出液群1084＞生浸

出液群963＞抗原基液群911を示した．

各抗原用量 5.0ccに増加した場合は3者共注血価増

加百分比総和は 3.0ccの場合より減少し，その順次は

煮浸出液群890＞抗原基液群799＞生浸出液群767であ

った

実験第1 健常白鼠肝臓を以ての吟昧

本研究は本肝癌発生母地の肝組織を以て実験しp 前

実験えの対照としたものである．

実験材料

ll 白鼠健常肝臓生浸出液

体重 IOOg内外の健常白鼠の肝臓を無菌的に摘出し

て細く摺り潰しp パター葉による肝癌生浸出液を得た

方法と同一法で得た．

2J 白鼠健常肝臓煮浸出液

上記生浸出液の一部を更に100。Cの重湯煎中で30分
閣煮沸したもの．

3J 対照液 （抗原基液）

抗原基液として0.5%石炭酸加0お%食塩水を使用し

7こ．

41 免疫用5%山羊血球液

実験第1に記述したと同一方法に依り得た 5%山羊

血球液．

5） 縞体

新鮮なモルモット血清を 0.85%食塩水で10倍に孫釈

したものを使用した．

実験方法及び測定方法

バター寅による肝癌に就いて行った実験にJj；ける場
合と全く同一の方法に準じて行った．

実 験成 績

実験li 可検抗原：使用量1.5ccの場合

実験結果は第76,77,78,79表，第43図に示されたよ

うである．

所 見小指

I) 各種抗原及び抗原基液と山羊血球注射後の溶血

価百分比を比較すると，各群とも 3日目よ り増加を示

し， 注射後7日目に至つては各群著明の憎加を来たし

て，全経過中夫々最大となった．併しJO日目には各群

とも 7日目より低下して14日目には10日目よ り更に小

第76表 健常白鼠肝臓’k浸出液 1.5cc注射前後の
溶Jill素産生に及L'i:'す影響（残留血球 RR

の測定） ( 3頭平均〕

I ｜ 注射後
1!.l清M，釈Iii数 ｜注射前 l一一一 I 

!3日間，7日目110日島114日目

ZOf菩 . 5.0 1.0 0.3 0.7 0.5 

40 // : 11.5 5.0 

80 // 14.3 11.5 

160// 18.3 13.5 

320// 19.7 . 16.5 

0.3 1.0 0.7 

0.5 1.0 1.0 

0.5 1.5 3.0 

0.7 1.5 I 7.5 

4.0 i 15.0 2.1 640 // 20.5 17.5 

RRの総和

RR総和の
百 分 比

R 

89.3 

350 282 i 27 84 145 

22.5 23.0 : 16.0 11.5 19.0 

第77表 健常白鼠肝臓煮浸出液 1.5cc注射前後

の溶血素産生に及ぼす影響 （残留血球

量RRの測定） ( 3頭平均）

I ｜ 注射後
血清稀釈倍数 ｜注射前｜ I I I 

I 13日目17日目110日目114回目

20倍 5.2 4.8 I 0.3 0.7 0.7 

40// 9.6 8.1 0.3 1.0 ! 1.0 

80グ 13.6 12.8 0.5 1.0 1.5 

160 // 14.5 15.6 0.7 1.5 6.1 

320// 16.3 17.o I 1.5 2.5 ' 8.0 
640// 20.6 17.7 4.S 4.5 12.0 
一一一』 ー
RRの総和 79.8 76.0 I 7.8 11.2 29.3 

RR総ノrリ、、和の 354 330 
百 比

R 22.5 23.0 16.0 11.5 19.0 
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第43図 可検抗原及び抗原基液 1.5《c1全身ナ性の
1容血価l菌加百分比
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第四表抗原基液！.Sec注射前後の溶血素産
生に及ぼす影響（残留血球量RRの
測定） ( 3頭平均〉

｜ 注射後
血清稀釈倍数｜注射前

3日目17日目i10s回114日目

20傍 15.9 7.3 ' 1.5 1.5 2.5 

4011 22.0 10.7 2.3 2.7 3.7 

8011 23.7 14.3 6.2 I 6.5 6.7 

160 II 24.7 18.3 11.9 ' 12.3 13.3 

32011 27.6 21.0 17.3 14.1 19.7 

64011 28.7 24.0 23.7 20.0 23.0 

RRの総和

RR総分和の 4 73 :36』 224 285 百比

R 28.7 26.3 28.0 20.0 .7 

第79表健常白鼠肝臓生p 煮浸出液及び抗原基液
I.Sec注射前後の溶血価（3頭平均〉

経過日数｜ 抗原種別 ｜生 ｜煮｜ 対照

R R の 総和 I89.3/ 79.81 142.6 
溶血価 I64.7/ 55.2/ 29.6 
同百分 比 I250 I加 1127

R R の総和 ： 65.oi 16.oi 95.8 

日｜溶血 価 i 73.0, 62.0i 62・0
！同百 分比 ・. 318 i 270 23p 

回｜溶血価増加百分比 1 68.o! 24.o: 109 

注｜七 IR R の総和 I4.41 1.8 臼9
日｜溶血価 i 91.61 88.2 105.1 

l同百分比 I573 I 552 376 
目｜溶血価増加百分比 I 323 I 306 別

射 ｜ ！ ！一一斗一一
十IR R の総和 I 9.引 1l.2j 57.) 
日｜溶 血価 ｜別訂.81 臼

｜同 百分比 I516 I 503 I 315 
後 ｜日 I I I I 
同｜溶血価増加百分比 I266 I 2s1 I 188 

r. I R R の総和 I21.11 29.31 68.9 
四｜溶血価 I86.3 84.7/ 73.3 
~I 同百分比 I 455 l 446 I 310 
...溶血価増加百分比 I20s I 200 I 183 

1) 〔町×6－〔RR〕総和＝溶血価
2) 〔R〕×6=600.600－〔RR〕総和百分比
＝溶血価百分比

3) 注射後溶J~l価百分比ー注射前溶n'rt価百分比
＝溶1血価増加百分比

注
射
前

なる値を示した．而して全経過を通じて生浸出液群は

煮浸出液群を凌駕した．

2) 溶血価増加百分比を比較するとp 注射後3日目

に於いては抗原基液群は 109で最高p 次いで生浸出液

群の68でp 最低位の煮浸出液群は24であった． 注射後

7日目に至って各群共に急速に場加し，室経過中夫々

最高となったが3日目に2位の生浸出液群は323で最

高，次いで煮浸出液群の306，抗原基液群は249で最低位

を示した．注射後10日間に於いては各群とも 7日目よ

り低下した．そして生浸出液群266＞煮浸出液群257>

抗原基液群188で順位は7日目と同一であった．注射

後14日目には3者共大差はないが10日目より低下し，

順位は同じく生浸出液群205，次いで煮浸出液群200で，

抗原基液群は 183で辰低位であった．生浸出液群は常

に煮浸出液群より大であった．

実験2) 可検抗原液用量3.0ccの場合

実験結果は第80,81. 82, 83表p 第44図に示されたよ

うである．

所見小指

1) 溶血価百分比を比較すると注射後3日目ーには生

煮両浸出液群p 抗原基液群共に増加し，.7日目に至つ

ては各群共に急速に増加して夫々の全経過中最大を示

した．併し10日目には7日目よ りも低下したが14日自

に至つては更に低下した．

2) 溶血価増加百分比を比較すると注射後3日目に

於いては3者共増加し生浸出液群127で段高で，次

いで煮浸出液群78，抗原基液群は59で最低であった．注

射後7日目に於いては各群共急激に増大して順位は周

第別表健常白鼠肝臓生浸出液 3.0cc注射前後
の溶血素産生に及ぼす影響（残留血球s
量RRの測定） ( 3頭平均〕

注 射 後
血清稀釈倍数 注射前

3日目17日目 10日目 14日間

20倍 3.5 2.5 i 0.3 ' 0.3 0.4 

40 II 7 .o 5.1 I 0.3 0.5 0.6 
80 II 12.0 8.7 ' 0.5 0.7 I 1.1 

160 II 16.5 14.0 i 1.7 1.0 : 3.8 

32011 17.0 I 16.7 ; 2.1 2.0 ! 6.6 

問 II 17.7 ! 18.0 I 7.0 5.7 i 10.4 
RRの総和 73.7 65.0 11.5 9.7 22.9 

R自R総分－和比の 409 282 71.0 84 120 

R 18.0 23.0 16.0 11.5 : 19.0 
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健常白鼠肝臓煮浸出液 3.0cc注射前後

の溶血素産生に及ぼす影響（残留血球

量RRの測定）( 3頭平均）
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抗原基液 3.0cc注射前後の溶血素産生

に及ぼす影響（残留血球量RRの測定）

(3頭平均）

｜ ｜注射 後
血清稀釈倍数 注射前｜ I I 1一一一

I 13日目17回目110日目114日間

11.4 3.5 0.3 0.5 

15.5 4.8 0.5 0.7 

19.6 6.8 1.1 1.3 

22.3 11.0 3.3 3.1 

23.4 ' 13.3 8.3 5.5 

25.5 15.0 10.5 10.5 

目

十

日

射

177 

19.0 

106 

11.5 

81 

16.0 

1334 

22.0 

412 

22.0 

第四表

目

十
四
日
目

後

一R：×6-~RR ..の総和＝溶血価
1R，×6= 600. 600一〔RR〕総和百分比

＝溶血価百分比

注射後溶血価百分比ー注射前溶血価百分比

＝溶血価増加百分比

2) 

1.0 

1.5 

2.7 

5.0 

8.3 

13.7 

じく生浸出液群は338，煮浸出液群は331，抗原基液群は

312であった． 10日目は3者共7日間より低下して生

浸出液群325，煮浸出液群306，抗原基液群274で生浸出

液群長大であった.14日目には更に低下し生浸出液群

289，抗原1¥::i佼群266で煮浸出液群を凌駕しp煮浸出液群

は235で最低位であった．

347 

117.7 

406 

28.0 

20傍

40// 

80// 

160// 

320// 

640// 

RRの総和

RR総和の
百分比

R 

実験3) 可検抗原液用量 5.0ccの場合

実験結果は第84,85,86,87表p 及び第45図に示され

たようである．’

指

1) 各種抗原及び抗原基液注射後3目自の溶血価百

分比を比較すると 3者共増大したが＇ 7日目に至って

急増して各群夫 全々経過中の最高を示し，10日目，14

日目には次第に低下した．令1、U&1二於いて生浸出液群

l土他の両群を凌駕した．

2) 溶血価増加百分i七を比較すると，i:M後3日闘に

見所

ロ主
・煮
目 H

JOO 

仰

M

2

h
川

右
血
用
加
百
曲川比

/IJ日目3 BE! 78自

注射後経過日数

第44図 可検抗原及び抗原基液3.0cc;um乏の
溶」ill｛面f曽加百分比

10日目
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第8(豪健常白鼠肝臓生浸出液切.cc注射前後

の溶血素産生に及ぼす？影響（残留血感

量RRの測定） ( 3頭平均〕

｜ ｜注射後
血清稀釈倦数｜注射前｜ I I I 

3日目17日目110日目114日目

初倦 : 6.a I s.9 l o.3 I 1.0 j 0.1 
40 II i 11.2 ! 10.0 0.6 ! 1.0 I 1.0 
80 II 15.4 14.7 1.1 1.5 1.5 

160 II 18.5 15.6 2.4 1.7 4.0 

32011 19.9 16.9 6.4 2.7 11.7 

640 u 21.0 18.8 7.0 5.5 16.5 

RRの総和 • : 92.8 I 81.9 ! 11.8 ! 13.4 I 35.4 
RR総和の • I 1 i I 
百分比，I 423 1374 Jll !116 jl80 

R • 22.0 I 22.0 i 16.0 I 11.5 I 19.0 

第85遺産 健常白鼠肝臓煮浸出液 5.0cc注射前後

の溶血素産生に及ぼす影響（残留血球

量RRの測定）( 3頭平均）

！ l 注射 後
血清楊釈倍数 ｜注射前 ｜ I I 

I I 3日目 7日目110日目／14日目

8.4 9.1 0.6 20倍

4011 

8011 

13.1 11.0 ! 1.7 

15.ス；15.3 
160u 

32011 

640u 

RRの総和．

RR総和の
百分比

R 

己主

3001 ・目煮u 

百
芳比100 

はE

17.9 

3日目 7日目

注射後経過回数

17.6 

3.2 i 

5.6 i 

10日目 /IJ日目

第45~司 可検抗原及び抗原基液 5.0cc注射後の
溶血価増加百分比

第86表 抗原基液 5.0cc注射前後の溶血素産生

に及ぼす影響（残留血球量RRの測定）．

(3頭平均〉

｜ ｜注射後
血清稀釈倍数｜注射前｜ I I < 

； ’／3日目11日叩竺巴里
20倦

4011 

8011 

160u 

32011 

640u 

RRの総和

RR総和の
百分比

R 

12.7 l 2.0 l 1.0 : 1.0 i 1.0 
18.0 9.3 ! 1.3 I 1.7 I 1.5 

18.5 14.0 宅 1.7' 2.0 ! 

5 ト20.7 ’3.i'I6.9j 
1.7 

5.7 

12.5 ' 9.0、

13.7 11.0 

第87表健常白鼠肝臓，煮浸出液及び抗原基液
5.0cc注射前後の溶血価（3頭平均）

経過日数 ｜ 抗原 種別 ｜煮 ｜生 ｜対照

注 IR R の 総 和 I92.81 105剖 122.4
射 溶血 価 I39.2i 35.勾 45.6
削 同百分比 I177 I 148 I I日

R R の総和 I81.91 90司 90.5

:1溶 血 価 I50.11づ59.5
同百 分 比 I226 I 189 I 232 
溶血価噌加百分比 I 49 I 41 I 69 

注 ｜七 IR R の総和 I11.81 30.51 33.a 
日 I~容血価 I 78.21 65.51 110. 
！同 百分比 I489 I 410 I 46 0 
目｜溶血価増加百分比 I 312 I 262 I 

射｜ー」 ー ー一一一一一一一l一 一トー！
十 IR R の総和 13.41 25刊訂.8
日 ｜溶 血価 55.61 叫 88.2
｜同 百分 比 484I 376 I 420 

隊｜目 ｜ ｜｜
同 I 溶血価増加百分比 307 I 226 I 257 

・I R R の総和 35.41 44.81 29.9 

白 ｜溶血価 78.司 69.2J 36.1 
~ I 同百分比 420 I 365 I 329 
両 l 溶血価増加百分比 I 243 I 217 I 166 
1) 〔町 x6－〔RR〕総和＝溶血価
2) 〔R〕X6=600. 600－〔RR〕総和百分比
＝溶血価百分比

3) 注射後溶血価百分比ー注射前溶血価百分比
＝溶血価増加百分比
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は生浸出液群は49，煮浸出液群41，抗原基液群69で抗原

基液群が最高を示した． 7日昌に至って各群共に急速

に場大して全経過中最大となり，その順位は生浸出液

群 312で最高p 抗原基液群は307で2位で煮浸出液群

は262で最低位であった‘注射後10日目には各苦手共7

日目より低下し生浸出液群307，抗原基液群257，煮浸出

液群＿226で順位は7日目と同じであった．注射後14日

貝には更に各群共に低下して生浸出液群243で最高，

次いーで煮浸出液群.217，抗原基液群は 166で最低位であ

った． 川

実験1),2), 3）所見総括

‘各実験に於ける免疫効果の大小を比較する為に

1) 各群全経過中の最大溶血価増加百分比（何れも

注射針日目〕を観察して第88表p 第46図を得た．即

第88表健常白鼠肝臓生，煮浸出液及び抗原基液

の注射増量による最大溶血価増加百分比

の推移（主訪す後7日目〉

＼抗原則 I I 
'- I生浸出液 ｜煮浸出液｜ 抗原基液

抗原量（cc) ~I ! I 

1.5 

3.0 

5.0 

323 

338 

312 

306 

331 

262 

249 

312 
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第46図 各抗原及び抗原基液注射量と最大溶血

価増加百分比との関係

ち各抗原及び抗原基液用量 1.5ccにあっては生浸出液

群が最穴で323を示しp 煮浸出液群が之に次ぎ306，更

に抗原基液群は249で最小であった． 注射量を 3.0cc

に増量するーと生浸出液群は338で；最大を示し， 煮浸出

液群が之に次いで331，抗原基液群は312で矢張り最小

を示した．

注射用量を更に 5.0ccに増量すると各群共 3.0ccの

場合より却って減少しp生浸出液群は312，抗原基液群

は307で之に次ぎp 煮浸出液苦手は206で最小であった．

2) 更に各実験の溶血価増加百分比の総和を抗原液

注射後各々3日目， 7日目＇ －10日目P 14日間に算出し

て比較観察し，第89表y第47図を得た.Ji:Pち各抗原及
eE司

ぷ 主同液｜欄吋捌基血
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第47図 各抗原及び抗原基液の注射増量による

溶血価増加百分比総和との関係

び抗原基液注射量 1.5ccの場合にあっては生浸出液群

は862で最大を示しp 次いで煮浸出液群が787，最小は

抗原基液群の729であった．

注射用量を 3.0ccに増量すると各群何れも増大を示

して生浸出液群1079＞煮浸出液群950＞抗原基液群911

で生浸出液群は最大を示kた．

注射用量を更に5.0ccと；噌量したところ3者共3.0cc

の場合よ り減少して，生浸出液群は911で最大，次い

で抗原基液群が799，煮浸出液群は746で最小を示した．

生浸出液群は常民最大で煮浸出液群及び抗原基液群を

凌駕した．

以上の事実は健常白鼠肝臓にはイムベデンを合有せ

ぬ事を立証して居るものである．

全実験の総括並に考察

われめれの全実験

1) 試験管内対黄色ブドウ球菌喰蟻作用

2) 生体内対黄色ブドウ疎菌喰燈作用

3) 血中沈澱素産生作用
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4) 血中凝集素産生作用

5）潜血素産生作用

に於ける全免疫現象の所見を透じて明らかなことは，

パタ一貫による白鼠肝癌の同一材料から出発した生浸

出液と煮浸出液の両者。：，これ等免疫現象に及ぼす作

用の聞に著しい差イ立を示したことである.li!Pち，生浸

出液を添加した場合は毎常免疫現象の諸作用が阻害さ

れ，これに反して煮浸出液を添加した場合には強度に

促進された．叉この肝癌の発生母地である健常白鼠肝

臓より出発した生浸出液と煮浸出液との免疫現象の結

果は，バター賀による白鼠肝癌の場合と逆であって生

浸出液を添加した場合は煮浸出液を添加した場合より

も毎常免疫諸作用が優勢であった．従ってパタ一貫に

よる自民肝癌の生p 煮両浸出液の示した現象は全く腫

場自体の示した作用であると解釈される．以上の作用

の所見は烏潟教授のイムベヂン学説により解明主れる

所であって生浸出液にはあらゆる免疫作用に対して阻

止的に作用する勢力イムベヂンが保有されていて，そ

れに反して煮浸出液ではかかるイムベヂン勢力は既に

破却されてしましvその結果免疫作用が促進的に反応

したものと解釈される．而もその勢力を完全に破却す

るには 100。c,30分間の煮沸が最適であることも立証

されたのである．

われわれの教室先人達はイムペヂン学説の立場から

人間のあらゆる肉腫， Flexner-Jobling白鼠癌，

Brown-Pear問題疹， Ehrlich勘rj(癌，佐々木，吉

田肝癌にイムベヂン勢力を保有する事を立証して，こ

れ等の腫蕩の発生原因は微生物性であることを提唱し

て来た．この意味でわれわれは更にここにバター貨に

よる白鼠肝癌に於いても，同様にイムベヂン勢カを立

証し，その発生原因は微生物性であることを提唱する

交

1) 青柳安誠：試験管内特殊喰菌現象に対する内腫

のイムベヂン件用．日本外科宝画 7,45，昭5.

2) 青柳安誠：；最大喰菌作用催進に必要なる家鶏粘

液肉腫煮沸時間．日本外科宝l歯 7,175，昭5.

3) 青柳安誠・最大！喰菌作用催進に必要なる紡経形

細胞肉腫組織煮沸時間．日本外科宝幽 7,184, 

昭5.

4）青柳安誠：家鶏粘液肉腫の含有するイムペヂン

はその蛋白休に帰するや，或はその類脂体に帰

するや． 東京医学会雑誌 44,726，昭5.

5) 青柳安誠：試験管内特殊喰菌現象に及ぼす白鼠

癌 Flexner-Jobling系のイムペヂン作用．日

本外科宝1歯 8,704，昭6.

6）青柳安誠：イムベヂンの菌種族特異性に就い

ものである．一般に癌組織にはカタラーゼが少ないと

いうことからパタ一貫による発癌について中原は過酸

化水素発癌説を立てている．それは動物体内にカタラ

ーゼが少ない為に過酸化水素が分解されないす残る

と，その作用によって細胞が悪性化する可能性があ

る．或は過酸化水素が， 細胞の成分のあるものに働ら

いで，癌原性物質をつくーること も考えられるというの

であるが，これは実験的に証明する事も困難である

し，また反証をあげることも殆んど不可能であるとの

べている．叉宮地等によれば肝癌組織にカタラーゼが

少ないことは事実であるが，ヘモグロピン，魚肝末を

あたえたとき非癌組織に可成りの量のカタラーゼがあ

りながら発癌して居るのも事実であり，手原の説も実

証が困難であるとのべている如しすべて仮説の域を

でていない． どうして発癌するかというこ とは，まだ

明らかでないと考えてよいというのが現在のあり方め

ようだ．

われわれは現在未だその実体を把慶してないのでは

あるが，イムベヂン学説の立場から肝臓内にはこれら

薬剤の接触によって初めて，その発癌作用を発領する

Virus或いはその前段階の物体が存在しているのでは

ないかと考えているのであるが， 近い将来に於いて電

子顕微鏡学の発達と共に種々の疑問に対する解決の道

がつくのではないかと考えている．
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省長‘

(1) 3 %ノ〈タ一葉寸リープ油 20ccを 1kgの小米に

混じて約7ヶ月間飼育した自民肝臓癌刻出標本外

影

13）履場組織像（強拡大）

(5）腫場組織像（強拡大）

(2) 腫場組織像（弱拡大）

正常組織及び腫湯組織

(4）腫蕩組織像（弱拡大）

細胞浸潤，結締織増殖，出血ありて

水泡変性は特に著明なり

(6) 腫場組織像（弱拡大）

猪本附図
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171 腫場組織像 t強拡大j

猪木 附図


